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特
別
児
童
扶
養
手
当

　
　
　
　「
所
得
状
況
届
」
を
忘
れ
ず
に
！

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
を
受
給
さ
れ

て
い
る
方
（
所
得
限
度
額
超
過
に
よ

り
、支
給
停
止
中
の
方
を
含
む
）
が
、

受
給
資
格
を
継
続
す
る
た
め
に
は
、

毎
年
「
所
得
状
況
届
」
の
提
出
が
必

要
で
す
。

　

提
出
い
た
だ
い
た
所
得
状
況
届
を

も
と
に
、
受
給
者
本
人
お
よ
び
同
居

親
族
な
ど
の
所
得
状
況
を
確
認
し
、

本
年
８
月
か
ら
翌
年
７
月
ま
で
の
手

当
が
受
給
で
き
る
か
ど
う
か
を
判
定

し
ま
す
。

　

受
給
者
の
方
に
は
、
８
月
以
降
に

所
得
状
況
届
書
を
同
封
し
た
通
知
を

送
付
し
ま
す
。
提
出
が
な
い
と
、
同

期
間
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
忘
れ
ず
に
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

▼
提
出
期
間
＝
８
月
16
日
㈪
〜
９
月

　

３
日
㈮

▼
提
出
場
所
＝
伊
奈
庁
舎
社
会
福
祉

　

課
▼
持
参
す
る
も
の
＝
ご
自
宅
に
届
く

　

通
知
を
ご
覧
く
だ
さ
い

※
こ
の
手
当
は
、
精
神
ま
た
は
身
体

に
重
度
・
中
度
の
障
が
い
が
あ
る
20

「
林
蔵
の
足
跡
を
辿
る
旅
」
写
真
展
開
催

　

樺
太
（
サ
ハ
リ
ン
）
が
島
で
あ
る

こ
と
を
確
認
し
た
江
戸
期
の
探
検
家

間
宮
林
蔵
が
歩
い
た
場
所
を
紹
介
す

る
写
真
展
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
…
７
月
31
日
㈯
～
８
月
29
日
㈰

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

　
　
　

※
月
曜
休
館

場
所
…
つ
く
ば
み
ら
い
市
立
図
書
館

　

平
成
23
年
１
月
に
開
催
す
る
市
成

人
式
の
企
画
・
運
営
に
携
わ
っ
て

い
た
だ
く
実
行
委
員
を
、
新
成
人
の

方
々
か
ら
募
集
し
ま
す
。

　

思
い
出
に
残
る
成
人
式
と
な
る
よ

う
に
、
あ
な
た
も
実
行
委
員
と
し
て

活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
ご
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
＝
平
成
２
年
４
月
２
日
か
ら

　

平
成
３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

　

れ
た
方
で
、
市
成
人
式
に
出
席
さ

　

れ
る
方
（
同
級
生
に
声
を
か
け
、

　

グ
ル
ー
プ
で

　

参
加
さ
れ
て

　

も
結
構
で
す
）

▼
活
動
期
間
＝
８
月
下
旬
〜
平
成
23

　

年
１
月
（
月
１
回
程
度
で
実
行
委

　

員
会
を
開
催
）

▼
活
動
内
容
＝
成
人
式
の
企
画
・
運
営

▼
募
集
人
員
＝
20
人
程
度

▼
申
込
期
限
＝
８
月
６
日
㈮

実行委員
募集！  

思
い
出
に
残
る

　
　
　
　

成
人
式
を

歳
未
満
の
児
童
を
、家
庭
で
監
護（
保

護
者
と
し
て
生
活
の
面
倒
を
み
る
こ

と
）
し
て
い
る
父
ま
た
は
母
、
も
し

く
は
父
母
に
代
わ
っ
て
養
育
し
て
い

る
方
が
受
け
ら
れ
る
手
当
で
す
。

　

こ
の
手
当
を
受
け
る
に
は
申
請
が

必
要
で
す
。
対
象
と
思
わ
れ
る
児
童

を
監
護
し
て
い
て
、
ま
だ
申
請
を
さ

れ
て
い
な
い
方
は
、
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　
　
　

伊
奈
庁
舎
社
会
福
祉
課　

☎ 

58
‐
２
１
１
１
（
内
線
１
１
５
４
）

申
問

　

撮
影
者
は
稚
わ
っ
か
な
い内

市
観
光
交
流
課
長

の
斉さ
い
と
う藤

正ま
さ
よ
し良

さ
ん
。
林
蔵
の
海
峡
発

見
か
ら
２
０
０
年
を
迎
え
た
昨
夏
、

自
費
で
樺
太
を
縦
断
し
ま
し
た
。
林

蔵
が
大
陸
に
向
け
て
出
航
し
た
北
部

の
ノ
テ
ト
岬
か
ら
望
む
海
、
周
辺
の

人
々
な
ど
60
点
を
展
示
し
ま
す
。
下

記
の
写
真
は
、
樺
太
を
縦
断
し
た
際

に
、
ウ
ヤ
ク
ト
ウ
か
ら
の
風
景
を
写

し
た
も
の
で
す
。

　

斉
藤
さ
ん
は
、
林
蔵
が
残
し
た
記

録
と
同
じ
風
景
、
自
然
が
今
も
あ
る

こ
と
に
最
も
感
動
し
た
と
い
い
、「
車

や
列
車
を
駆
使
し
て
も
大
変
だ
っ
た

問
　
　

谷
和
原
庁
舎
生
涯
学
習

課　

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線

８
２
１
２
）

の
に
、
歩
い
て
旅
し
た
林
蔵
の
偉
大

さ
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
た
」
と
話
し

て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
是
非
、
写
真
展
を
ご
覧

に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

▷
1
月
に
行
わ
れ
た
成
人
式
の
様
子

問

　
　

   

谷
和
原
庁
舎
生
涯
学
習

課　

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線

８
２
１
6
）

申




